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三
好
達
治
は
、
１
９
０
０
年
大
阪

に
生
ま
れ
、
１
９
３
０
年
に
第
一
詩

集
『
測
量
船
』
を
刊
行
し
、
抒
情
的

な
作
風
で
当
時
絶
大
な
人
気
を
博
し

た
詩
人
で
あ
る
。
次
に
紹
介
す
る
詩

「
雪
」
や
「
土
」
を
教
科
書
で
学
ん

だ
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
風
景
を
精
選
し
た
言
葉
で

詠
い
上
げ
、
多
く
の
優
れ
た
作
品
を

残
し
た
三
好
達
治
は
日
本
の
近
代
抒

情
詩
を
代
表
す
る
詩
人
と
言
わ
れ
て

い
る
。

三
好
達
治
と
三
国

　

三
好
達
治
は
１
９
４
４
年
、
福
井

県
坂
井
郡
雄
島
村
（
現
・
坂
井
市
三

国
町
）
の
豪
商
森
田
家
の
別
荘
に
疎

開
し
５
年
間
滞
在
、『
故
郷
の
花
』『
砂

の
砦
』
な
ど
の
詩
集
を
刊
行
し
た
。

ま
た
、
中
野
重
治
や
多
田
裕
計
、
伊

藤
柏
翠
な
ど
福
井
の
文
人
た
ち
と
交

流
し
、
三
国
文
化
圏
を
形
成
、
越
前

三
国
を
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
語
り

愛
し
た
。　
　

　

激
動
の
時
代
の
福
井
で
の
生
活

は
、
三
好
に
と
っ
て
詩
の
革
新
や
再

出
発
の
契
機
と
な
っ
た
。
三
好
が
招

い
た
則
武
三
雄
は
、
三
好
が
去
っ
た

後
も
福
井
に
留
ま
り
、
広
部
英
一
や

荒
川
洋
治
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、

後
進
の
育
成
に
努
め
た
。

三
好
達
治
の
う
た

　

三
好
達
治
が
作
詞
し
た
歌
は
、
今

も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
福
井
県
民

歌
や
大
野
高
校
校
歌
、
三
国
高
校
校

歌
な
ど
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

そ
れ
ら
の
歌
に
、
三
好
達
治
は
福

井
の
豊
か
な
自
然
を
織
り
込
む
と
と

も
に
、
新
し
い
時
代
を
担
う
若
者
た

ち
へ
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て

い
る
。

　

県
ふ
る
さ
と
文
学
館
で
は
、
生
涯

に
わ
た
り
最
上
の
言
葉
を
求
め
、
詩

を
詠
い
続
け
た
三
好
達
治
の
作
品
世

界
や
足
跡
、
三
国
で
の
交
流
を
紹
介

す
る
企
画
展
「
三
好
達
治
展
」
を
10

月
14
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
秋
、
三
好
達
治
の
作

品
か
ら
、
福
井
の
豊
か
な
自
然
や
風

土
、
根
付
い
て
い
る
文
化
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。三好達治旧居

『測量船』
1930 年　第一書房

ふくい宝さがし 小冊子（想集編）より

ふくいの
魅力探訪
ふくいの“お宝”ひ

とくちメモ

もっと
福井の魅力を
知ってほしい
から・・・
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福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館　
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雪

太
郎
を
眠
ら
せ
、
太
郎
の
屋
根

に
雪
ふ
り
つ
む
。

次
郎
を
眠
ら
せ
、
次
郎
の
屋
根

に
雪
ふ
り
つ
む
。『測

量
船
』
収
録

　
　
　

土

蟻
が

蝶
の
羽
を
ひ
い
て
行
く

あ
あ

ヨ
ッ
ト
の
や
う
だ『南

窗
集
』
収
録


